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 『
た
い
き
議
会
だ
よ
り
二
〇
〇
号
の
発
行
に
あ
た
り
』

　昭
和
五
十
年
十
一
月
に
た
い
き
議
会
だ
よ
り
第
一
号
を
創

刊
し
て
以
来
、
こ
こ
に
二
〇
〇
号
を
お
届
け
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　議
会
の
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
そ
し
て
ご
意
見
、
ご
要
望
を
反
映
さ
せ
た
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
と
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
発
刊
し
続
け
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　創
刊
当
時
か
ら
大
樹
町
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
町
立
病
院
、
役
場
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
の
整

備
、
相
馬
市
と
の
姉
妹
都
市
協
定
の
締
結
・
吉
岡
町
と
の
友

好
都
市
協
定
の
締
結
、
多
目
的
航
空
公
園
の
造
成
を
は
じ
め

と
し
た
航
空
宇
宙
産
業
の
推
進
と
い
っ
た
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
近
年
の
大
き
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応

し
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
発
展
の
た
め
に
も
、
議
会
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
政
に
携
わ
る
者
と
の
パ
イ

プ
役
と
な
れ
る
よ
う
心
掛
け
、
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
一
層

の
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご

愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大樹町議会議長
齊　藤　　　徹



新規申請が１件あったことから、増額補正。

起業経費の一部を補助

事業の概要
■�町内で新たに事業を行う場合や既存事業者
が新規事業を行う場合に、起業経費の一部
を補助。

■�空き店舗を利用した場合には取得・賃貸に
係る経費の一部も助成。

予算審査特予算審査特 別委員会での議論を経て別委員会での議論を経て
令 和 ７ 年令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 を 可 決度 当 初 予 算 を 可 決

条例の一部改正

一律年額15,000円以内を助成。

居住する行政区の距離に応じた金額以内を助成。助成する金額は以下のとおり。

○大樹市街� ⇒ 年額15,000円
○上大樹・中大樹・東和・振別・
　下大樹・松山・石坂・日方� ⇒ 年額20,000円
○芽武・萠和・大和・開進・
　上中島・豊里� ⇒ 年額30,000円

○尾田・下芽武・更生・中島・
　拓北・大光・あい川� ⇒ 年額40,000円
○拓進・浜大樹・旭・美成� ⇒ 年額50,000円
○晩成・生花� ⇒ 年額70,000円

医療機関に通院する高齢者等と、医療機関に通う、または社会参加を行う障がい者等の交通費の
助成内容について改正。

大樹町高齢者等通院交通費助成に関する条例の一部改正
大樹町重度障害者等交通費の助成に関する条例の一部改正

当初予算や補正予算、
条例の制定など
４３件を審議！！

改正前

改正後

ふるさと納税の寄附額が当初の予定額を上
回ったことから、返礼品や業務委託料など
の費用を増額補正。

２月に発生した大雪により、３月分の除排雪
費用の不足が見込まれることから増額補正。

寄附額の増加による補正

除排雪費用の不足分を補正
町道維持管理事業

ふるさと応援推進事業

街灯維持管理費

起業家等支援事業

市街地の街灯や防犯灯の修繕費用が不足し
たことから増額補正。

市街地の街灯などを修繕

3月4日・14日
一般会計予算  1億7,111万1,000円 を追加補正
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令和7年
第１回
定例会

議 案 審 議議 案 審 議
3月4日～3月14日開催3月4日～3月14日開催

予算審査特予算審査特 別委員会での議論を経て別委員会での議論を経て
令 和 ７ 年令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 を 可 決度 当 初 予 算 を 可 決

令和７年度
当初予算可決！

知っておきたい令和７年度予算の主なもの
北海道スペースポート整備事業

6億4,924万5,000円
北海道スペースポート整備工事

消防団管理運営事業

6,012万6,000円
水槽付ポンプ自動車更新

都市公園整備事業

3,100万円
都市公園実施設計委託業務

生涯学習センター運営費

7,400万2,000円

無線ＬＡＮ設置業務
空調設備設置工事

森林環境整備促進事業

221万5,000円

もいわ山森林公園
展望デッキ設計業務

行政区会館等維持管理費

2,046万円

中島地域コミュニティセンター
屋上防水改修工事

会計区分（当初予算） 令和7年度
一　般　会　計 82億  700万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 6億2,600万円
後期高齢者医療事業 1億1,100万円
介 護 保 険 7億  430万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 4億5,360万円

企
業
会
計

水 道 事 業 8億3,290万円
病 院 事 業 11億6,210万円
下 水 道 事 業 4億8,150万円

歳入歳出予算総額
一般会計　82億　700万円、
特別会計　18億9,490万円、
企業会計　24億7,650万円
� を承認しました。
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令 和 ７ 年 度 予 算 審 査 特 別 委 員 会
３月10日から３月13日までの３月10日から３月13日までの ４日間開催  委員11名で徹底審議！！４日間開催  委員11名で徹底審議！！

交換により取得したヤンマーアグリジャパン株式会社跡地

令和７年度の一般会計・特別会計・企業会計の８会計の予算について 審議し、原案可決しました。このページでは、委員会での質疑と答弁の一部を掲載しています。

問  播間 章浩 委員
ヤンマーアグリジャパン株式会社の跡地を交換に
より取得されたが、国道沿いで立地が良い土地で
あるから、スクールバス置き場以外の利用方法が
あったのでは。
答  黒川町長
当面は現在の車庫を利用していくが、立地が良い
土地であるのは認識しているので、将来において
町のアピールをできるような土地として利用した
い。

土地のより良い利用方法があったのでは

問  辻本 正雄 委員
ふるさと納税返礼品となる地域特産開発を支援する
担当窓口の拡充を図り、ふるさと納税額の増額を。
答  黒川町長
地場産品の奨励事業などは商工観光係が窓口に
なっているが、それらの周知もPRになると思う
ので検討したい。

ふるさと納税額の増額に向けて

問  志民 和義 委員
国民健康保険は子どもの人数で負担が増えるた
め、少なくとも未就学児童の2分の1を全額免除に
するように、均等割負担をなくすことを求める。
答  黒川町長
負担のあり方は町村単独で決めるものではなく、
国のルールで金額を決定しているため、国で決め
た負担をしていただいている。

国民健康保険の子どもの均等割を廃止しては

問  安田 清之 委員
災害発生時、公的機関だけでは対応できない部
分を補うために防災組織を構築するべきだと考
えるが。
答  黒川町長
町内会自主防災組織の奨励は行っており、浜大樹
と旭浜には自衛消防隊がある。各町内会にも自主
防災組織の編成や防災活動を推奨したい。

防災組織構築の考えは

問  吉岡 信弘 委員
第２子を産みたいが、第１子がこども園に入園で
きないため困っていると聞いた。保育を希望する
すべての乳幼児が入園できるよう保育士確保など
の早急な対策を。
答  黒川町長
人員の確保は努力している。住宅手当などを手厚
くすることも必要と考えており、そういったこと
も含め保育士の確保を考えたい。

保育士確保に向けた対策を求める

後期高齢者医療制度は、高齢者の方
が安心して医療を受けられるよう
構築されたもので、17年を経過し、
安定した事業運営が行われており、
町の事務として、被保険者の身近な
窓口業務が遂行されている。よっ
て、本案に賛成する。

後期高齢者医療制度は、発足当初
から高齢者を区別するものである
との批判が多く、それまでの老人
保健制度による事業運営で問題が
なかったと考える。よって、本案
に反対する。

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

反
対
討
論

賛
成
討
論

船戸 健二 委員 志民 和義 委員

第６期大樹町総合計画に基づき安
心安全な住民生活を維持するため
の予算が計上されている。財政の
健全性も持続的な財政運営に配慮
した姿勢が認められ、十分に評価
できる。よって、本案に賛成する。

税の滞納者対策は、滞納整理機構に
負担金を支出するのではなく、町職
員で解決することが重要で、住民の
事情をよく知る町職員には解決す
る力が備わっていると考える。よっ
て、本案に反対する。

一
般
会
計
予
算

反
対
討
論

賛
成
討
論

辻本 正雄 委員 志民 和義 委員
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議　　案　　名

播
間 

章
浩

寺
嶋 

誠
一

辻
本
正
雄

吉
岡 

信
弘

西
山 

弘
志

船
戸 

健
二

杉
森 

俊
行

西
田 

輝
樹

安
田 

清
之

志
民 

和
義

菅
　 

敏
範

結
　
果

令和７年度大樹町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × − 原案可決
令和７年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × − 原案可決

表決の分かれた議案 ※菅委員長は表決に参加しません

菅　敏範 委員長

令 和 ７ 年 度 予 算 審 査 特 別 委 員 会
３月10日から３月13日までの３月10日から３月13日までの ４日間開催  委員11名で徹底審議！！４日間開催  委員11名で徹底審議！！

令和７年度の一般会計・特別会計・企業会計の８会計の予算について 審議し、原案可決しました。このページでは、委員会での質疑と答弁の一部を掲載しています。

道の駅コスモール大樹の駐車場改修工事が完了した晩成温泉

問  寺嶋 誠一 委員
晩成温泉維持管理費は直近3年間で平均3,200万
円。改修による施設価値の向上や今後のことも考
慮し、入浴料金の改定と町民利用に関し、優遇し
た内容を検討するべきでは。
答  黒川町長
料金改定については考える時期だと思っている。
今後に向けて、しかるべきときに改定の提案をし
たい。

晩成温泉の入浴料金を改定する考えは

問  船戸 健二 委員
昨年と同程度の予算が計上されているが弾薬やガ
ソリンなどの経費が高騰している。鳥獣被害対策
実施隊員、有害鳥獣駆除事業に関する報酬の増
額、経費の補助と見直し、経費負担の軽減が必要
と考えるが。
答  松久農林水産課長
弾薬、ガソリン代の値上がりは事務局としても承
知している。今後も猟友会と話をしながら、随時
検討したい。

猟友会の経費の補助を見直す考えは

問  西山 弘志 委員
道の駅の街灯が暗く、防犯上危険ではないか。町
民や観光客から改善を望む声が上がっている。道
の駅の魅力アップに向けて明るくするべきでは。
答  黒川町長
支障をきたしているということであれば考えたい
と思うので、調べて検討したい。

道の駅の駐車場を明るくするべきでは

問  西田 輝樹 委員
町内児童・生徒の学力水準の状況とそれに対する
具体的な学力向上の対策は。
答  沼田教育長
小学校は全国平均を下回ったが、徐々に近づき、
中学校は国語が全国平均を大きく上回り、数学は
平均並み。デジタルドリル等を活用し、授業以外
の学習機会の充実に取り組んでいる。

町内児童・生徒の学力向上対策は

令和７年度予算審査特別委員会では、議会のペーパーレス化に向
けて、昨年９月に開催された決算審査特別委員会に引き続き、執
行機関側のパソコン使用を認めました。
今後もペーパーレス化を推進していく予定です。

議会のペーパーレス化に向けて
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町民の声を町政に届ける
志民 和義 議員 ········ P7
◎文化団体の育成強化について

菅　 敏範 議員 ········ P8
◎�町有林の二酸化炭素吸収量売却と森
林の整備について
◎�部活動の地域移行の具体的実施につ
いて（新年度の教育行政執行方針に
対する質問）

西山 弘志 議員 ········ P6
◎合葬墓（合同納骨塚）の整備について

播間 章浩 議員 ········ P7
◎大樹町こども計画について

◆
一
般
質
問
と
は
◆

　

一
般
質
問
は
、
町
の
事

務
や
事
業
に
関
し
て
質
問

で
き
る
大
事
な
議
員
活
動

の
場
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
に
行

い
、
臨
時
会
で
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
質
問
時
間
は
30
分

　

大
樹
町
議
会
で
は
、
議

員
が
質
問
で
き
る
時
間
は

一
問
に
つ
き
30
分
以
内
で

す
。
答
弁
に
制
限
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
問
一
答
方
式

　

議
員
と
町
長
が
対
面
し

て
、
一
つ
質
問
を
し
て
、

一
つ
回
答
を
し
ま
す
。

・
事
前
通
告

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、

前
も
っ
て
質
問
内
容
を
記

し
た
「
事
前
通
告
書
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

・
登
壇
順
（
質
問
順
）

　

原
則
と
し
て
、
通
告
書

の
提
出
順
に
質
問
し
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
にしやま
山 弘

ひろ し
志 議員

質問

答

合葬墓の設置を
切望する声があるが
町民ニーズを把握する
アンケート調査は必要

質
問　
お
墓
を
管
理
す
る
継
承
者
の
不
在
や
お
寺
の
納
骨

堂
の
維
持
管
理
が
経
済
的
に
困
難
な
町
民
か
ら
合
葬
墓
の
設

置
を
切
望
す
る
声
が
あ
る
。
十
勝
管
内
で
は
４
市
町
が
合
葬

墓
の
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

前
回
の
一
般
質
問
か
ら
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

新
聞
報
道
に
よ
る
他
自
治
体
の
整
備
状

況
な
ど
の
情
報
は
得
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
お
寺
の
檀
家
離

れ
を
助
長
し
か
ね
な
い
な
ど
の
懸
念
や
合
葬
墓
を
造
る
場
合

の
町
の
役
割
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
町
民
向
け
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
必
要
と
認
識
は
し
て
い
る
の
で
、

整
備
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
調
査
は
行
い
た
い
。

質
問　
お
寺
の
意
向
や
調
査
結
果
は
。

答
（
牧
田
住
民
課
長
）　

町
内
の
６
寺
院
に
、
お
墓
の
継
承

者
や
経
済
的
な
問
題
か
ら
、
合
葬
墓
を
含
め
た
墓
園
の
あ
り

方
な
ど
を
調
査
し
た
。
１
軒
か
ら
は
賛
同
の
意
見
は
あ
っ
た

が
、
町
が
率
先
し
て
行
う
こ
と
に
否
定
的
な
意
見
が
多
か
っ

た
。

質
問　
町
民
の
意
向
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
（
黒
川
町
長
）　

住
民
懇
談
会
な
ど
で
合
葬
墓
の
話
題
も

出
て
お
り
、
状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

質
問　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
い
つ
頃
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答
（
黒
川
町
長
）　

他
の
自
治
体
で
も
数
年
経
過
し
た
ら
宗

教
団
体
の
理
解
が
増
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
調
査
す

る
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
近
々
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

で
検
討
す
る
。

合
葬
墓
（
合
同
納
骨
塚
）
の
整
備
に
つ
い
て

Q1

４名の議員が
５項目について質問第１回定例会　一 般 質 問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

質
問　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
、
待
機
児
童
、
病
児
・

病
後
児
保
育
、
延
長
保
育
に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

受
け
皿
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
役
場

内
部
の
関
係
部
署
と
も
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
い
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
を
予
定
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
子
育
て
の
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
公
園
、
図

書
館
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

み
ど
り
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
公
園

整
備
や
遊
具
の
更
新
を
適
宜
行
い
、
公
園
の
配
置
の
見
直
し

も
行
う
。
図
書
館
の
整
備
は
、
図
書
館
の
あ
り
方
検
討
協
議

会
に
お
い
て
、
施
設
の
あ
り
方
を
来
年
度
中
に
方
向
性
を
示

す
よ
う
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

質
問　
現
状
の
公
園
の
整
備
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

現
状
の
公
園
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
危
険
で
あ
っ
た
り
、
壊
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
宜
補
修
や
取
り
換
え
を
し
て
、
錆

び
て
い
る
遊
具
な
ど
が
あ
れ
ば
色
を
塗
り
直
し
た
り
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
現
在
の
図
書
館
を
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
安
心
し

て
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
よ
う
な
図
書
館
に
し
て
欲
し
い
と
い

う
声
が
あ
る
が
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

そ
う
い
っ
た
声
も
あ
る
と
い
う
こ
と

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
樹
町
こ
ど
も
計
画
に
つ
い
て

Q1
播
は り ま

間 章
あきひろ

浩 議員

質問

答

新公園の
計画について
コスモスガーデンに
公園を整備したい

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

志
し た み

民 和
かずよし

義 議員

質問

答

指導者手当の
引き上げは
管内自治体の状況を踏まえ
検討する

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問　
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
文
化
活
動
に
参
加
す
る
住

民
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
指
導
者
が
減
少
し
、
町

外
の
指
導
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
導
者
の
養

成
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
に
参
加
さ
れ

た
方
が
学
習
者
か
ら
指
導
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
若
い

世
代
に
対
し
て
自
主
的
な
学
習
活
動
を
促
す
よ
う
社
会
教
育

主
事
か
ら
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
部
活
動
地
域

移
行
の
取
組
で
「
人
材
バ
ン
ク
」
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

文
化
活
動
に
お
け
る
指
導
者
な
ど
の
発
掘
、
育
成
の
強
化
に

つ
な
げ
る
。

質
問　
指
導
者
の
手
当
引
き
上
げ
の
考
え
は
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

現
在
、
自
主
学
級
な
ど
へ
の
講
師
謝

礼
と
し
て
、
町
内
在
住
者
５
千
円
、
南
十
勝
管
内
在
住
者
１

万
円
、
十
勝
管
内
在
住
者
１
万
６
千
円
と
し
て
い
る
。
今
後

は
、
管
内
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
講
師
謝
礼
の
引
き
上

げ
を
検
討
す
る
。

質
問　
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

令
和
６
年
度
に
第
７
期
生
涯
学
習
推

進
計
画
を
策
定
し
、
文
化
芸
術
の
継
承
と
参
加
機
会
の
提
供
、

誰
も
が
文
化
芸
術
を
享
受
し
、
創
造
で
き
る
環
境
の
整
備
な

ど
、
国
が
定
め
る
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
に
沿
っ
た
内
容

を
盛
り
込
み
、
本
町
の
文
化
芸
術
の
推
進
に
努
め
て
い
る
の

で
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。

文
化
団
体
の
育
成
強
化
に
つ
い
て

Q1
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　議会は、住民の代表機関として、民意を広く
行政に反映させるため、国や町の事務などに関
する請願・陳情を処理することとなっています。

　請願とは、憲法に規定された国民の権利とし
て公の機関に対し、要望する行為で、紹介議員
が必要となります。陳情も同様に扱われますが、
紹介議員は必要ありません。

請願・陳情は
どなたでもできます

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

菅
すが

　 敏
としのり

範 議員

Q1

Q2

質問

答

町有林の
二酸化炭素吸収量
売却の考えは
Ｊクレジットの創出に向けて
協議を進めている

質
問　
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
国
が
認
証
す
る「
Ｊ

ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
企
業
に
販
売
し
、
売
却
益
を
町
有
林

の
整
備
な
ど
に
活
用
す
る
考
え
は
。

答
（
黒
川
町
長
）　

昨
年
に
脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

三
井
物
産
株
式
会
社
と
ス
ペ
ー
ス
コ
タ
ン
株
式
会
社
の
３
者

で
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
共
同
創
出
の
可
能
性
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
る
。

質
問　
現
時
点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
目
指
す
ス
タ
ー
ト
は
。

答
（
松
久
農
林
水
産
課
長
）　

制
度
を
活
用
し
て
Ｊ
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
創
出
す
る
に
は
、
令
和
７
年
度
は
協
議
を
継
続
し
、

令
和
８
年
度
に
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
と
排
出
量
に
関
す
る

事
業
計
画
書
の
提
出
や
現
地
測
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
は
令
和
９
年
度
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

質
問　
地
域
移
行
は
、
小
中
高
連
携
を
基
本
に
議
論
さ
れ

て
き
た
が
、
既
存
の
少
年
団
活
動
、
部
活
動
に
対
す
る
今
後

の
対
応
は
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

10
月
ま
で
モ
デ
ル
事
業
の
陸
上
競
技

や
茶
道
を
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
実
施
し
、
検
証
結
果
で
今
後

の
対
応
を
協
議
す
る
。

質
問　
活
動
実
績
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
吹
奏
楽
部

を
、
優
先
的
に
地
域
ク
ラ
ブ
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

団
体
競
技
は
、
指
導
者
、
活
動
場
所
、

移
動
手
段
な
ど
で
他
町
村
と
の
連
携
に
課
題
が
あ
り
、
直
ち

に
地
域
移
行
は
難
し
い
の
で
個
人
種
目
か
ら
実
施
し
た
い
。

町
有
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
売
却
と
森
林
の
整
備
に
つ
い
て

Q1
部
活
動
の
地
域
移
行
の
具
体
的
実
施
に
つ
い
て

Q2

記
載
内
容
は

要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

本会議や予算・決算審査特別委員会はライブ中継しています。
ライブ中継を見られない場合でも、録画中継をご覧いただけます。
スマートフォンやタブレット、パソコンなどで気軽に議会を傍聴
できますので、ぜひご利用ください。
大樹町議会チャンネルをチャンネル登録すると、ライブ中継や
録画中継が公開される際に通知を受け取ることができます。

YouTubeで議会中継をご覧いただけます！
大樹町議会大樹町議会
チャンネルチャンネル

ぜひ気軽に傍聴にお越しください

詳細は議会事務局へお問い合わせください

TEL 6-5035

次の定例会は次の定例会は
6月6月ですです
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一般会計予算 8,855万1,000円  を追加補正

一般会計予算
 3,590万円 を
� 追加補正 予算の不足が見込まれることによる増額補正。

町道・公共施設の除排雪費用を増額
町有地・建物維持管理経費
町道維持管理事業

議 案 審 議議 案 審 議
１月28日開催１月28日開催

補正予算、財産の
無償譲渡
３件を審議！！

令和7年
第１回
臨時会

議 案 審 議議 案 審 議
3月21日開催3月21日開催

補正予算
１件を審議！！

令和7年
第２回
臨時会

消費の下支えと好循環化を目的に、
町内で使用できるプレミアム商品
券を発行する費用を増額補正。

いつもの買い物をお得に 問  志民 和義 議員
プレミアム付き商品券とクーポン券の
併発で行ってほしいという声があるが。

答   黒川町長
内部で議論したところ、商品券で消費
を拡大し、広く多く利用してもらおう
ということで今のかたちになった。

商工業振興対策事業

国の総合経済対策に基づき、非課税世帯に
対し１世帯あたり７万円（18歳以下の養育
児童がいる場合、１人につき２万円加算）
を支給する費用を増額補正。

農業機械のリース導入により農作物の安定的
な生産・供給を目指す本事業において、大
樹町農業協同組合の生産者７件の計画に補
助採択を受けたことによる予算を増額補正。

晩成温泉の３月１日のリニューアルオープ
ンに向け、古くなったロビーラウンジチェ
アと、新たに設置する野外デッキ用のリク
ライニングチェアの購入費用を増額補正。

物価の高騰により経営に影響を受けている
大樹漁業協同組合に対し、資材代・輸送費・
電気料金の高騰費用２分の１を上限に、補
助金を支給する費用を増額補正。

非課税世帯へ給付金を支給

町内生産者へ農業用機械をリース

施設の備品を更新・追加

漁業協同組合の経営を補助

低所得世帯への支援給付金事業

産地生産基盤パワーアップ事業

晩成温泉維持管理費

大樹町漁業振興事業

事業の概要
■プレミアム率：33％
 （3,000円で4,000円分購入できる）
■販売数量：12,000セット

9　　　　たいき議会だより（No.200）



広報広聴常任委員会活動報告広報広聴常任委員会活動報告
住 民 懇 談 会

子育て世帯の皆さんと『出産・子育て環境について』懇談

２月６日、子育て世帯の皆さんとの懇談会を開催しま
した。７名の方々にご参加いただき、出産と子育て環
境の現状や町への意見や要望をいただきました。
懇談の内容を抜粋してお知らせします。

■現状
①保育園について
・�育児休暇を延長できない母親もおり、しゅしゅ
（※）で一時預かりしてもらい仕事に行って
いる。
・�子育て環境が良くないからと帯広に住み、大
樹に通っている人もいる。

②子どもの遊び場について
・�公園の遊具の塗装が剥がれている、遊具の下
に水たまりがあるなど不衛生。
・�コスモールの室内遊具は１歳程度だと遊びに
くい。タイルカーペットがずれて少し不衛生。
・�公園の管理が行き届いていない。きょうだい
で連れていけるところがない。

③図書館について
・�キッズスペースが使いづらい。子どもはすぐ
飛び出していってしまい、本が選べない。
・�今の図書館は対象者ごとにスペースや階数が
分かれているのが行きづらい。せめてワンフ
ロアにあればいい。

※しゅしゅ…�認定こども園たいき内の子育て支援センター

■意見・要望
①保育園について
・南保育所で未満児のみの保育園を作ってほしい。
・�病児や病後児保育をすごく求めている。きょ
うだいの１人が元気で１人が病気の場合、２
人とも預けてもらえるといい。

②子どもの遊び場について
・�今の公園にある遊具を低年齢の子どもでも遊
びやすいものに整備してほしい。
・�公園の管理を各行政区にしてもらえるよう周
知してほしい。
・�土日に利用でき、幅広い年齢の子どもが一緒
に遊べる屋内遊具施設を整備してほしい。

③図書館について
・�入口に靴箱、スリッパ、ベビーゲートを設置
してほしい。
・�図書館建設の進捗状況を定期的に議会で追及
してほしい。

懇談内容は議会と町で共有しています。
いただいた意見や要望は、議員の一般質問や常任
委員会の所管事務調査などの議会活動に活かし、
より地域課題に即した議会運営を目指します。

■委員報告 ※一部抜粋

○播間 章浩 委員長
・�保育園の待機児童について不安の声が多かっ
た。正確な現状把握も今後必要である。
・�意見の中でもすぐに解決できそうなこともあ
り、また解決することにより安心して出産、子
育てができる環境づくりが必要である。

○船戸 健二 副委員長
・�子育て環境、仕事と子育ての両立支援体制として
多くの改善点と懸念点が浮き彫りになっているこ
とを認識し、早急な体制整備が必要である。
・�こども園は法人運営だが、今後町内唯一のこども
園として町との関係強化、支援策の検討が重要。

○菅　 敏範 委員
・�女性が働き続ける職場環境の改善が求められる
中、待機児童解消は少子化対策の重要課題とし
て取り組むべき。
・�図書館は間借りのため利用者の要望を満たす対
応ができない面もあるが、改善できることは改善
し、改築の方向性を早期に確定する必要がある。

○西山 弘志 委員
・�公園の維持管理への要望や通学路の安全対策な
ど、参加者から率直な意見が交わされた。
・�参加者の有意義な意見や要望などに対し真摯に
向き合っていくことでこれからの出産、子育て
の環境について支援すべき。

○吉岡 信弘 委員
・�今までの懇談会は夜の開催だったため、参加で
きなかったとの声があった。子育て中のお母さ
んでも集まれる時間帯に開催するべき。
・�待機児童問題は、先延ばしにできない事態。希
望するすべての乳幼児が入園できる体制を確立
するため、早急に保育士確保を図る施策を示
し、実行するべき。

○寺嶋 誠一 委員
・�町として子育て世帯を歓迎していない印象を受
ける。この印象を見直さないと子育て世帯は増
えず、少子高齢化を進めることとなる。
・�幼児等が安心して遊べる屋内、屋外施設の充足
化は重要な課題。
・�子育て世帯の意見を聴取する方法として、会議
などのオンライン参加は重要。
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令和６年９月開会
令和５年度決算審査特別委員会

奨学金の免除、援助について

人材確保・育成のため大樹町に
一定期間働いた場合は奨学金の
免除や支払いの援助をするべき
では。

内部でも議論している。制度設
計に向けて情報収集をしてお
り、来年度以降に仕組みを考え
ていきたい。

令和７年度の貸付決定者から、
償還免除を導入。

令和６年９月開会
令和５年度決算審査特別委員会

ユースタウンの入居条件緩和に
ついて

町営単身者専用住宅ユースタウ
ンの年齢要件や所得基準を緩和
しては。

基準を見直す時期と思っており、
管内の状況を調査している。
どのような基準が必要か考えた
い。

令和７年１月より要件を改定。

議会での質問事項や
可決予算について、

現在の状況を追いました。レポート追跡

問問

答答

その後その後

最終の学校を卒業後に
大樹町に居住すると、そ
の年数に応じて償還免除
が受けられます！

令和６年３月 第１回臨時会
令和６年度当初予算で可決

学校管理費

令和６年７月 第３回臨時会
一般会計補正予算で可決

災害時相互支援体制構築事業

大樹小学校・中学校の空調設備（エアコン）
設置工事が完了。（令和７年１月）

B&G財団の防災拠点整備事業の補助を受け、
災害対策用の公用車を導入。（令和７年２月）

平常時は役場公用車
として活用。

変更点
■所得⇒月額15万8,000円未満から
　　　　�月額15万8,000円以上48万7,000円

以下、または15万8,000円未満へ拡大

■年齢⇒36歳未満の独身者から
　　　　41歳未満の独身者へ拡大
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議員任期２年間 を振り返って
任期２年目を終えた議員の皆さんから、これまでの議会活動を　通じた感想、反省点や今後の意気込みをいただきました。

　初めて議員となり、右も左も分からなかった状
況ですが、一つ一つ経験や勉強を重ね議員活動を
させていただいております。新人ながら広報広聴
常任委員会の委員長の重責を担わせていただきま
した。町民の皆さまには議会だよりを通じ、議会
での審議内容などを広報したり、町民の皆さまの
声を聴く懇談会などを定期的に行ったりして、町
民の皆さまの声を町に届けました。
　２年間ですが大変多くの貴重な経験を積ませて
いただきましたので、この経験を活かし残りの任
期を全うしたいと思います。

　この２年間、議会運営委員会副委員長、経済常
任委員、広報広聴常任委員、都市計画審議会委員
などを勤めさせていただきました。また、交通安
全、ボランティア活動を通じて、子どもの安心安
全を見守っています。
　町は宇宙のまちづくりを進め、宇宙版シリコン
バレーの実現に向け官民一体となってプロジェク
トを進めています。
　これからも宇宙のまちづくりに期待するととも
に協力していきたいと思っています。

　この２年間、頻発する災害や終わりの見えない物
価高騰など、社会情勢が絶えず変わっていく中、町
がその変化に柔軟に対応するよう提言し、町民の
声を行政に届けるために努力してきたつもりです。
　議会運営委員長として、ICT化とペーパーレス
化を推進し、令和７年度にはタブレットと会議シ
ステムの導入を決めるなど、着実に前進してきて
います。
　今後も町民の皆さんが安心して暮らせる町にな
るように、町民の声に耳を傾け、自身にできるこ
とを考え続け、議会活動に努めてまいります。

　急速に進みだした社会的なデジタル化(ＤＸ)
は、これまで役場窓口で限られた時間内でしか
受け取れなかった書類が、いつでもどこでも入
手可能となる日は近いと感じます。このデジタ
ル化が万が一の災害時に大きく役立った事例が
多々あります。平時のデジタル活用が災害時に
少しでも役立つウェルビーイングに焦りを感じ
る２年間でした。

　初心を忘れず雑巾がけから始める気持ちではじ
め、２年が経過しました。この間町民のみなさん
の様々な意見や要望を聞き、行政視察や研修会に
参加、情報収集を通じて一般質問などを行ってき
ました。振り返ると自分自身の中で議員としての見
え方、考え方に変化を感じたところです。
　みなさんからのありがたいご意見を届けられるよ
う残り２年間、議会活動にまい進したいと思います。

　2023年４月の選挙で８期目の当選となり、責
任の重さに身の引き締まる思いがします。コロナ
禍が第５類となってからも感染対策に気を緩める
ことなく進めていかなければ議員活動に支障をき
たしてしまいます。コロナ禍以降議会ばかりでな
くオンラインによる研修、zoom会議、タブレッ
ト端末を積極的に活用する研修を行ってきまし
た。今後２年間「できない」「無理だ」ではなく、
「やってみよう」という挑戦する意気込みをもっ
ていきたいと決意しています。

安田　清之志民　和義

船戸　健二 西山　弘志

播間　章浩
＜１期目＞＜２期目＞

寺嶋　誠一

＜２期目＞＜３期目＞

＜７期目＞＜８期目＞
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議員任期２年間 を振り返って
任期２年目を終えた議員の皆さんから、これまでの議会活動を　通じた感想、反省点や今後の意気込みをいただきました。

　令和５年の統一地方選挙から、議長に就任し
て、２年目を終えることができました。
　デジタル活用によるＤＸ化が急速に進められて
おり、管内におきましても、自治体間で温度差は
ありますが、大樹町議会もタブレット導入・ペー
パーレス会議を徐々に取り組み、今後も町と両輪
になり、住民本位の行財政運営を行い安心して暮
らしていただけるよう、議会の監視・評価機能を
最大限に活かしながら、持続可能な活力ある「ま
ちづくり」を進めるため、議会任期後半に、尽力
してまいります。

　議員選出の監査委員となり、毎月の例月出納監
査、年１回の一般会計及び特別会計・企業会計の
決算審査、基金運用審査、健全化判断比率審査、
定期監査、年度末の企業会計棚卸検査などを行い、
法令に従って私たちの税金が適正かつ効率的に使
用されたかチェックを行う役割を担い、２年が経
過しました。監査委員からの指摘事項に対し、町
は再発防止策を速やかに講じられたところです。
　監査で培った適正かつ効率的に財政と行政運営
が行われているかの視点を今後も議員活動に役立
てていきたいと考えます。

　昨今はメール等の時代になってきていますが、
私はメールを使うことができません。使いたいと
も思っていませんでした。昨年の議会運営委員会
の行政視察で受講したデジタル庁の伊藤参与の講
演を聴き、デジタル化はむしろ高齢者の暮らしに
こそ役立つことに感銘を受けたところです。
　議会では、タブレットを導入して議会のICT化
を進めていきます。不安な部分も多く、やりたく
はありませんが、慣れるまで一生懸命努力しよう
と思います。

　２年間、副議長の重責を担いながら、その責務を
果たせていないことを反省しています。
　議員活動として、大樹高校の入学生確保、部活動
の地域移行や低迷する漁業の活性化などを提言し
てきましたが、今後に残された課題も多く、みんな
で知恵を出し合いながら、より一層議論を深めて
行かなければならないと思っています。

　地球温暖化の影響が深刻になっている中、令和
５年に熱中症対策のため小中学校にエアコンを設
置してはと一般質問した結果、町は令和６年に設
置完了しました。
　漁業は、海水温の上昇の影響か秋サケの回遊が
激減状態で、サクラマスの港内養殖に取り組んで
おります。酪農などにも影響が出ております。
　町の産業は、漁業形態、畑作物選定などで気候
変動に柔軟に対応していく必要があると考えます。

　この２年間、生活者の視点に立って議員活動を
行ってきました。
　しかし本当に優しい議員で各種判断に誤りの少
なかったのか、若い時のように未来に夢のある高
い志を町民のために提示できる議員であったか、
反省ばかりです。
　この２年間は高齢者福祉、再生エネルギー、教育
分野を中心に関心を持って活動してきましたが、今
後もこの分野を中心に行政上の課題としたいです。

吉岡　信弘 辻本　正雄

菅　　敏範齊藤　　徹

西田　輝樹 杉森　俊行

＜２期目＞＜２期目＞

＜３期目＞＜４期目＞

＜４期目＞＜４期目＞
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大樹町議会委員会条例の一部改正 原案
可決現行の組織機構を改めることによる条例の一部改正。

大樹町固定資産審査評価委員会委員の選任
同意

委員に妹尾美晴氏を選任、角倉和博氏を再任することに同意。
大樹町長等の給与の減額に関する条例の制定 原案

可決町長の月額給与を100分の20、副町長は100分の10をそれぞれ1か月分（令和７年４月分）減額することに伴う条例の制定。
大樹町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正

原案
可決大樹町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

育児休業、介護休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の施行に伴う条例の一部改正。
大樹町職員の給与に関する条例の一部改正

原案
可決令和７年度から扶養手当の引き上げと、配偶者の扶養手当を廃止、再任用職員に寒冷地手当及び住宅手当を支給するため関連する条例を一

部改正。
公益的法人等への大樹町職員の派遣等に関する条例の一部改正

原案
可決大樹町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

大樹町職員の給与に関する条例の一部改正に合わせた、再任用職員の手当見直しに伴う条例の一部改正。
大樹町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 原案

可決子ども子育て支援法等の一部を改正する法律により、こども誰でも通園制度が創設されることから、設置に向けた条例の制定。
大樹町立認定こども園設置条例を廃止する条例の制定 原案

可決尾田認定こども園閉園に伴う条例の廃止。
大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

原案
可決子ども子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令が施行され、家庭的保育事業等において、保育従事者の配置、運営基準の見直し

等が行われることによる条例の一部改正。
大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

原案
可決子ども子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令が施行され、特定地域型保育事業所の運営基準などの見直しが行われることによる

条例の一部改正。
大樹町学童保育所条例の一部改正 原案

可決学童保育料の改定による条例の一部改正。
大樹町高齢者等通院交通費助成に関する条例の一部改正 原案

可決医療機関に通院する高齢者等の交通費の助成内容改正に伴う条例の一部改正。
大樹町重度障害者等交通費の助成に関する条例の一部改正 原案

可決社会参加または医療機関に通院する障がい者等の交通費の助成内容の改正に伴う条例の一部改正。
大樹町営牧場条例の一部改正 原案

可決町営牧場使用料の改定に伴う条例の一部改正。
大樹町道路占用料徴収条例の一部改正 原案

可決北海道の道路占用料の改定に伴う条例の一部改正。
大樹町普通河川管理条例の一部改正 原案

可決北海道の河川の占用料の改定に伴う条例の一部改正。
大樹町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正 原案

可決建設業法施行令の一部改正に伴う条例の一部改正。
定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定の締結 原案

可決管内19市町村との間で交わした同協定の第４期十勝定住自立圏共生ビジョンに合わせた協定内容の一部変更に伴う協定の締結。
町道路線の廃止 原案

可決旧日方団地の解体や起点・終点の変更に伴う町道路線の廃止。
町道路線の認定 原案

可決起点・終点の変更や新たな町道の規定に伴う町道路線の認定。
工事請負契約事項の変更

原案
可決北海道スペースポート整備事業に係る工事のうち、インフラ整備の一部を次年度に変更するため、契約金額を6億1,006万円から5

億7,899万6千円に変更。

第 １ 回 定 例 会

一目でわかる 審議結果審議結果
令和６年度一般会計補正予算（第８号） 原案

可決歳入歳出それぞれ8,855万1千円を追加。
令和６年度介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案

可決歳入歳出それぞれ77万7千円を追加。
財産の無償譲渡 原案

可決歴舟中学校敷地として指定寄附を受けた土地について、廃校により寄附目的が消滅し、町として当該土地を学校として利用する
計画がないことから、寄附者相続人に無償譲渡。

第 １ 回 臨 時 会
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令和６年度一般会計補正予算（第９号） 原案
可決歳入歳出それぞれ1億6,911万1千円を追加。

令和６年度国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案
可決歳入歳出それぞれ872万4千円を減額。

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案
可決歳入歳出それぞれ512万7千円を減額。

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第６号） 原案
可決歳入歳出それぞれ5,991万7千円を追加。

令和６年度介護サービス事業特別会計補正予算（第４号） 原案
可決歳入歳出それぞれ1,779万2千円を減額。

令和６年度水道事業会計補正予算（第３号）
原案
可決収益的収入を1,017万7千円追加、収益的支出を2,039万6千円追加。

資本的収入を775万3千円減額、資本的支出を1,487万1千円減額。
令和６年度町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号） 原案

可決収益的収入・支出を343万円減額。資本的収入・支出を36万4千円減額。
令和６年度下水道事業会計補正予算（第３号）

原案
可決収益的収入を1,064万1千円減額、収益的支出を11万1千円減額。

資本的収入を1,475万9千円減額、資本的支出を1,928万7千円減額。
令和７年度一般会計予算 原案

可決歳入歳出予算の総額をそれぞれ82億700万円とする。
令和７年度国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 原案

可決歳入歳出予算の総額をそれぞれ6億2,600万円とする。
令和７年度後期高齢者医療特別会計予算 原案

可決歳入歳出予算の総額をそれぞれ1億1,100万円とする。
令和７年度介護保険特別会計予算 原案

可決歳入歳出予算の総額をそれぞれ7億430万円とする。
令和７年度介護サービス事業特別会計予算 原案

可決歳入歳出予算の総額をそれぞれ4億5,360万円とする。
令和７年度水道事業会計予算

原案
可決収益的収入を4億5,482万3千円、収益的支出を4億9,620万8千円とする。

資本的収入を1億7,370万2千円、資本的支出を3億3,669万2千円とする。
令和７年度町立国民健康保険病院事業会計予算

原案
可決収益的収入・支出をそれぞれ11億1,762万円とする。

資本的収入を4,310万円、資本的支出を4,448万円とする。
令和７年度下水道事業会計予算

原案
可決収益的収入を3億2,292万8千円、収益的支出を3億2,983万3千円とする。

資本的収入を5,412万2千円、資本的支出を1億5,166万7千円とする。
令和６年度一般会計補正予算（第10号） 原案

可決歳入歳出それぞれ200万円を追加。
令和６年度国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） 原案

可決保険給付費等交付金特別交付金が想定より多く交付されることから、99万9千円を追加（財源組替）。
大樹町B＆G海洋センタープールの利用期間延長とプールデッキ常設に関する陳情

趣旨
採択利用期間延長についてはすでに措置を行っていること、また、プールデッキの常設については、教育委員会と後援会で継続して

話し合いを進めていくことに了承を得ているため、趣旨採択。

令和６年度大樹町一般会計補正予算（第11号） 原案
可決歳入歳出それぞれ3,590万円を追加。
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たいき議会だより 200号を記念してたいき議会だより 200号を記念して

「たいき議会だより」は昭和50年11月の創刊から50年の歳月を経て、今回で200号を迎えました。
これまでに発行した議会だよりの一部をご紹介いたします。
今後も受け継がれてきた編集方法を活かすとともに、「読みやすく、わかりやすい議会だより」の
作成に尽力してまいります。

当時は白黒で、大きさも少し小さ
いB5サイズでした
� （昭和50年11月）

100号発刊記念として議長・広報
委員長の挨拶を掲載
� （平成12年5月）

50号発刊記念として元議員による
座談会を掲載
� （昭和62年11月）

これまでのレイアウトを一新し、
現在の2色刷りへと変更
� （平成30年4月）

多目的航空公園建設にあたり建設
予定地を視察
� （昭和63年5月）

200号発刊記念として議長の挨拶・
記念ページを掲載
� （令和7年4月）

創刊号

100 号

50 号

172 号

52 号

200 号
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